
恐
れ

入
り

ま
す

が
85

円
切

手
を

貼
っ

て
お

出
し

く
だ

さ
い

。

中
央

区
築

地
1-

1-
1　

中
央

区
役

所
 （

文
化・

生
涯

学
習

課
内

）
中

央
区

ま
ち

か
ど

展
示

館
運

営
協

議
会

中
央

区
ま

ち
か

ど
展

示
館

ア
ン

ケ
ー

ト
 係

行

差
し

支
え

な
い

範
囲

で
ご

記
入

く
だ

さ
い

。
お

答
え

い
た

だ
い

た
個

人
情

報
は

、本
紙

ア
ン

ケ
ート

の
目

的
の

み
に

使
用

さ
れ

る
も

の
で

、そ
の

他
に

使
用

す
る

こ
と

は
あ

り
ま

せ
ん

。
当

選
さ

れ
た

方
に

は
、下

記
住

所
に

景
品

を
送

付
い

た
し

ま
す

の
で

、お
間

違
い

な
い

よ
う

ご
記

入
く

だ
さ

い
。

◎
お

名
前

◎
メ

ー
ル

ア
ド

レ
ス

◎
電

話

◎
職

業
◎

年
齢

◎
ご

住
所

　
　

〒

キリトリ

キ
リ
ト
リ
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https://www.chuoku-machikadotenjikan.jp
ホームページURL

 既刊Vol.01〜Vol.16もダウンロードできます

季刊誌 Information

次号Vol.18は佃・勝どき・晴海編です。
江戸文化を今に伝える各展示館を

訪問します。お楽しみに！

P
O

S
T

 C
A

R
D

1
0

4
8

4
0

4

https://www.chuoku-
machikadotenjikan.

jp/book.html

中央区まちかど展示館ウェブサイト
季刊誌ダウンロードページTAKE

FREE

17Vol .

日本橋編 Part.8

2024 
Winter

Vol.09 銀座・京橋編 Part.2
Vol.10 日本橋編 Part.4
Vol.11 月島編 Part.2
Vol.12 日本橋編 Part.5
Vol.13 銀座・京橋編 Part.3
Vol.14 日本橋編 Part.6
Vol.15 日本橋編 Part.7
Vol.16 銀座・京橋編 Part.4

Vol.01 日本橋編
Vol.02 銀座・京橋／月島編
Vol.03 総集編
Vol.04 月島編
Vol.05 日本橋編 Part.1
Vol.06 銀座・京橋編 Part.1
Vol.07 日本橋編 Part.2
Vol.08 日本橋編 Part.3

江
戸
の
暮
ら
し
を
支
え
、進
化
を
続
け
て
現
代
へ

ま
ち
か
ど
展
示
館
訪
問

冬
の
日
本
橋
を
そ
ぞ
ろ
歩
き

日
本
橋
エ
リ
ア
散
策
Ｍ
Ａ
Ｐ

【
連
載
】

中
央
区
の
食
と
ア
ー
ト
を
知
る

食
の
痕
跡
、絵
画
の
道
楽

名
橋
と
と
も
に
、江
戸
か
ら
続
く
繁
栄
の
ま
ち

日
本
橋

本
町
・
室
町
・
日
本
橋

【
特
集
】

 

川
と
橋
に
写
る
ま
ち
の
歴
史

Part.8

日本橋と言えばコレ！

老舗の逸品土産

まち歩きにおすすめ

おでかけマップ

日本橋編

2016 Winter

T A K E  F R E E

01Vol.

日本橋探訪
江戸の活気が詰まったまちを楽しもう！

Facebook公式ページ
中央区まちかど展示館 http://www.chuoku-machikadotenjikan.jp

ホームページURL

銀座・京橋／月島編

2017 Summer

T A K E  F R E E

02Vol.

銀座･京橋エリア／月島エリア
個性的な魅力いっぱいのまちへでかけましょう！

Facebook公式ページ
中央区まちかど展示館 http://www.chuoku-machikadotenjikan.jp

ホームページURL

おすすめルートをご紹介

おでかけマップ
全 22 館のスタンプを集めよう！

スタンプシート

総集編

2017 Autumn

T A K E  F R E E

03Vol.

Facebook公式ページ
中央区まちかど展示館 http://www.chuoku-machikadotenjikan.jp

ホームページURL

ま
と
め
て
ご
紹
介

ま
ち
か
ど
に

新
し
い
発
見
が
あ
る
！

全
22
館
の
魅
力
を

月島編

2018 Summer

T A K E  F R E E

04Vol.

Facebook公式ページ
中央区まちかど展示館 http://www.chuoku-machikadotenjikan.jp

ホームページURL

自慢の神
み こ し

輿が繰り出し、まちが熱く燃える！自慢の神輿が繰り出し、まちが熱く燃える！

佃・勝どき・晴海
【特集】夏の大祭
お祭りについて聞きました！

まちかど展示館訪問

展示館の人いち押し！

月島エリア散策MAP

最近銭湯に
行きましたか？
最近銭湯に

【新連載】 
フランス人銭湯大使の

歌舞伎をはじめ多彩な文化資源の宝庫

Part.1銀座・京橋
【特集】
歌舞伎座
ギャラリー回廊

この地で守り続けるものを訪ねて

まちかど展示館訪問まちかど展示館訪問

Part.1

展示館おすすめの名店揃い！

銀座・京橋エリアMAP

中央区銭湯の世界へ

【大好評！連載第3回】 
フランス人銭湯大使の

Facebook公式ページ
中央区まちかど展示館 https://www.chuoku-machikadotenjikan.jp

ホームページURL

銀座・京橋編 Part.1

2019 Summer

T A K E  F R E E

06Vol.

人形町通りから隅田川のエリアをご紹介！

日本橋エリア散策 Part.2

Facebook公式ページ
中央区まちかど展示館 https://www.chuoku-machikadotenjikan.jp

ホームページURL

日本橋編 Part.2

2019 Winter

T A K E  F R E E

07Vol.
江戸の職人技を守る商人のまち

【特集】
中央区とオリンピック・
パラリンピックパラリンピック
先代から引き継いだものを令和の時代へ

まちかど展示館訪問

【特集】

浜町・堀留町・富沢町・人形町

Part.2日本橋

Facebook公式ページ
中央区まちかど展示館 https://www.chuoku-machikadotenjikan.jp

ホームページURL

日本橋編 Part.3

2020 Spring

T A K E  F R E E

08Vol.お江戸日本橋に神輿の華が咲く

兜町・茅場町・箱崎町・人形町

Part.3日本橋
兜町・茅場町・箱崎町・人形町

【特集】
日本橋エリアの
本祭をご紹介！本祭をご紹介！
江戸っ子の夏に想いを馳せて

まちかど展示館訪問

初夏からの展示館めぐりにおすすめはここ！

日本橋エリア散策 Part.3

中央区銭湯の世界へ

【お待たせ！連載第4回】 
フランス人銭湯大使の

中央区銭湯の世界へ
フランス人銭湯大使の

江戸から続く町人文化が残るまち

本町・小舟町・小伝馬町・大伝馬町
Part.1

Part.1

日本橋
【特集】
日本橋の年末年始
昔の年越しはどうでした？

まちかど展示館訪問

展示館オススメのお店へ！

日本橋エリア散策MAP

中央区銭湯の世界へ

【大好評！連載第2回】 
フランス人銭湯大使の

Facebook公式ページ
中央区まちかど展示館 https://www.chuoku-machikadotenjikan.jp

ホームページURL

日本橋編 Part.1

2018 Winter

T A K E  F R E E

05Vol.

Facebook公式ページ
中央区まちかど展示館 https://www.chuoku-machikadotenjikan.jp

ホームページURL

銀座・京橋編 Part.2

2020 Winter

T A K E  F R E E

09Vol.

世界に誇る職人技と文化がここに

Part.2銀座・京橋
【特集】
銀座エリアの
「通りと街路樹」を
知ろう！
つくり続けて唯一無二の存在へ

まちかど展示館訪問

Part.2

冬、華やぐ季節に訪れたい憧れのまち

銀座・京橋エリアMAP

中央区 銭湯の世界へ

【連載もついに最終回！】 
フランス人銭湯大使の

Facebook公式ページ
中央区まちかど展示館 https://www.chuoku-machikadotenjikan.jp

ホームページURL

日本橋編 Part.4

2021 Summer

T A K E  F R E E

10Vol.

【特集】
浮世絵と写真で巡る
日本橋 江戸のまちとのつながりを発見!

まちかど展示館訪問日本橋

食の痕跡、絵画の道楽

【新連載】 
アートライター 林 綾野の
中央区 食とアートを味わおう

江戸のまちとのつながりを発見!

Part.4
日本橋エリアMAP

故きを温ね新しきまちを知ろう!

水陸を人と物が行き交う商いのまち

Part.4日本橋
本町・室町・日本橋

食の痕跡、絵画の道楽

【連載】 
中央区の食とアートを知る

昔あった川・堀とのつながりは？
まちかど展示館訪問

TAKE
FREE

12Vol .

日本橋編 Part.5

2022 
SUMMER

中央区まちかど展示館公式SNS https://www.chuoku-machikadotenjikan.jp
ホームページURL

水
運
で
商
売
繁
盛
！

江
戸
の
発
展
を
支
え
た
商
業
の
ま
ち

日
本
橋

小
舟
町
・
小
伝
馬
町
・
大
伝
馬
町
・
本
町

日本橋エリアMAP
知らなかったまちの魅力を発見！

Part.5

掘割と橋の跡を歩く
【特集 】 

食の痕跡、絵画の道楽

【連載】 
中央区の食とアートを知る

月島エリアMAP
新しいお気に入りを探す冬の散策

近くの橋について聞いてみました！
まちかど展示館訪問

TAKE
FREE

11Vol .

月島編 Part.2

2021 
WINTER

Facebook公式ページ
中央区まちかど展示館 https://www.chuoku-machikadotenjikan.jp

ホームページURL

下
町
風
情
と
未
来
感
が
交
じ
り
合
う
水
辺
の
ま
ち

佃
・
勝
ど
き
・

晴
海

まちかどの橋、今昔
月島エリア編

【
特
集
】

Part.6

ま
ち
と
一
緒
に
歩
み
続
け
る
老
舗
を
訪
ね
て

ま
ち
か
ど
展
示
館
訪
問

展
示
館
お
す
す
め
の
お
店
や
歴
史
ス
ポ
ッ
ト
を
ご
紹
介

日
本
橋
エ
リ
ア
散
策
Ｍ
Ａ
Ｐ

【
連
載
】

中
央
区
の
食
と
ア
ー
ト
を
知
る

食
の
痕
跡
、絵
画
の
道
楽

【
特
集
】

 

川
と
橋
の
歴
史
散
歩

中央区まちかど展示館公式SNS https://www.chuoku-machikadotenjikan.jp
ホームページURL

TAKE
FREE

14Vol .

日本橋編 Part.6

2023 
Summer

江
戸
職
人
の
技
術
と
心
意
気
を
、
今
こ
こ
に

日
本
橋

浜
町
・
堀
留
町
・
富
沢
町
・
人
形
町 Part.7

神
輿
庫
で
川
や
ま
ち
の
思
い
出
を
聞
き
ま
し
た

ま
ち
か
ど
展
示
館
訪
問

展
示
館
お
す
す
め
の
神
社
や
休
憩
ス
ポ
ッ
ト
を
ご
紹
介

日
本
橋
エ
リ
ア
散
策
Ｍ
Ａ
Ｐ

【
連
載
】

中
央
区
の
食
と
ア
ー
ト
を
知
る

食
の
痕
跡
、絵
画
の
道
楽

中央区まちかど展示館公式SNS
ホームページURL

川
や
橋
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
？

ま
ち
か
ど
展
示
館
訪
問

展
示
館
お
す
す
め
の
穴
場
ス
ポ
ッ
ト
を
ご
紹
介
！

銀
座
・
京
橋
エ
リ
ア
Ｍ
Ａ
Ｐ

【
連
載
】

中
央
区
の
食
と
ア
ー
ト
を
知
る

食
の
痕
跡
、絵
画
の
道
楽

中央区まちかど展示館公式SNS https://www.chuoku-machikadotenjikan.jp
ホームページURL

TAKE
FREE

13Vol .

銀座・京橋編 Part.3

2022 
WINTER

中央区まちかど展示館公式SNS https://www.chuoku-machikadotenjikan.jp
ホームページURL

さ
ま
ざ
ま
な
文
化
と
芸
術
が
息
づ
く
ま
ち

銀
座
・
京
橋

【
特
集
】

 

川
と
橋
の
面
影
を
訪
ね
て

Part.4

川
が
あ
っ
た
時
代
を
越
え
て
今
へ

ま
ち
か
ど
展
示
館
訪
問

展
示
館
お
す
す
め
の
ち
ょ
っ
と
通
な
ス
ポ
ッ
ト
揃
い
！

銀
座
・
京
橋
エ
リ
ア
Ｍ
Ａ
Ｐ

【
連
載
】

中
央
区
の
食
と
ア
ー
ト
を
知
る

食
の
痕
跡
、絵
画
の
道
楽

TAKE
FREE

16Vol .

銀座・京橋編 Part.4

2024 
Summer

中央区まちかど展示館公式SNS



昔、川だった部分（日本橋近辺）パターン　14°（‒76°）　52％

中
央
区
内
の
川
と
橋
を
ご
紹
介
す
る
巻
頭
企
画
は
、今
回
が
最
終
回
。

	

写
真
や
版
画
に
残
る
当
時
の
姿
と
と
も
に
、

	
	

今
の
ま
ち
を
歩
い
て
み
よ
う
。

●❶
江
戸
橋

17
世
紀
に
今
よ
り
下
流
に
初
架
橋
、１
８
７
５
年
石
造
り
に
、１
９
０
１
年
鉄
橋
に
。

現
在
の
江
戸
橋
は
、関
東
大
震
災
の
復
興
事
業
で
昭
和
通
り
を
整
備
す
る
際
に
架
け
直
さ
れ
た
も
の
。

現在

現在

東都三十六景 日本橋／歌川広重（2代目）（1862年） 画像提供：国立国会図書館

日本橋／京橋図書館撮影（昭和31年） 各所の彫刻も鑑賞したい

日本橋方面の慘状－日本橋
魚河岸の焼跡 當時の面影を
しのぶよしもない－／國際
冩眞情報 関東大震災号（大
正12年刊）

南西橋詰「花の広場」にある
日本橋由来記の碑。

平成23年、
南東橋詰「滝の広場」に

船着き場が完成。

帝都名所 日本橋魚河岸及び人形町馬喰町方面の遠望（震災前）

道路元標／池田氏撮影（昭和36年）

江戸橋／京橋図書館撮影（昭和32年） 上には江戸橋ジャンクションが

東京府下自慢競 江戸橋石造／歌川広重（3代目）（明治初期）

開化絵に描かれた
2連の石造アーチ橋

初代広重の
「名所江戸百景」と

同じ構図で

郵便発祥の地

双十郎河岸
日本橋由来記の碑

日本橋魚市場発祥の地
東京市道路元標

西河岸橋
常盤橋

常磐橋

新常盤橋

竜閑さくら橋

一石橋

一石橋の親柱
一石橋迷子しらせ石標柱

現在は
埋め立てられた川

日
本
橋
エ
リ
ア
特
集

日
本
橋
川

Ｖ
ｏ
ｌ・
15
で
鎧
橋
か
ら
下
流
を
ご
紹
介
し
た
日
本
橋
川
。

神
田
川
よ
り
分
か
れ
て
隅
田
川
へ
注
ぐ
約
4.8
㎞
の
一
級
河
川
で
す
。

江
戸
時
代
に
は
水
運
に
盛
ん
に
利
用
さ
れ
、周
囲
は
現
在
に
至
る
ま
で
、

江
戸・東
京
の
経
済
と
文
化
の
中
心
地
と
し
て
繁
栄
し
て
い
ま
す
。

首都高速の
建設前

橋の上に
首都高速が
ない時代

現在地に
移設される前の
東京市道路元票

水運で
大盛況の魚河岸
一日千両が
動いたとか

関東大震災で壊滅
後に魚市場は築地へ

❶
❷❸❹

❻

❼

❽

❺
日本橋川外

濠
川

Daiichi	Sankyo
くすりミュージアム

楊枝資料館

日本橋川

江戸橋

日本橋

JR新日本橋駅

三越前駅

日本橋駅

三井本館

日本橋三越

外
堀
通
り

日
銀
通
り

中
央
通
り

昭
和
通
り

江戸
通り

日本銀行本店

❷
日
本
橋
江
戸
開
府
の
１
６
０
３
年
に
創
架
さ
れ
、幕
末
ま
で
に
幾
度
も
焼
失
。

20
代
目
と
さ
れ
る
現
橋
梁
は
明
治
44
年
竣
工
、青
銅
の
和
漢
洋
折
衷
の
装
飾
を
加
え
た
石
造
２
連
ア
ー
チ
橋
で
、

国
の
重
要
文
化
財
。上
を
走
る
首
都
高
速
は
、現
在
日
本
橋
区
間
地
下
化
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

※参考として川が存在した江戸時代の地図も掲載しています。橋があった時代とは異なる場合があります。

● P2～6江戸地図：
 復刻版 御江戸大絵図
 原本刊行年：
 天保14（1843）年
　 協力：こちずライブラリ
● P2～6画像提供：
 中央区立京橋図書館
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現在西河岸橋／中央区撮影（昭和32年）

日本銀行／建築写真図譜（昭和4年刊）／鬼頭氏所蔵　
常盤橋／明治初年／季刊日本橋 第4号（昭和11年刊）

ときわ橋－南側－／池田氏撮影（昭和37年）

東日本大震災で被害を受け、
令和3年に修復完了。

旧常磐橋親柱／
中央区撮影（昭和49年）

大正15年に竣工した鉄筋コンクリートの
アーチ橋。

建築写真類聚 橋梁 巻一－新常盤橋－（昭和2年刊）

新幹線や高速道に囲まれる今の橋は、
昭和63年竣工。

平成30年開通、エレベーターも備える人道橋。並行する電車がよく
見えます。

北東の袂に橋や裏河岸の
説明板があります。

建設中の首都高速道路日本橋・江戸橋／

平井勝夫（昭和38年）

東京開化名所 日本ばしより一石橋／
歌川広重（3代目）（1874年）

首都高速の日本
橋区間地下化に
伴い、架け替え工
事中。歩行者は当
面通行止めです。

大正11年築の親柱を中央区民有形
文化財として保存。

紙を貼って迷子の情報を
知らせた江戸時代の石標。

帝都の美觀を添ふる一石橋の全景－開通式の當日－／寫眞通信 
大正11年9月號（大正11年刊）

現在

日
本
橋
エ
リ
ア
特
集

日
本
橋
川

❸
西に

し

河が

岸し

橋

日
本
橋
川
右
岸
地
域
に
あ
っ
た
西
河
岸
町
と
い
う

地
名
か
ら
こ
の
名
に
。関
東
大
震
災
後
、大
正
14
年
に

架
け
替
え
ら
れ
た
橋
が
、平
成
２
年
度
に
修
復
さ
れ
て
現
存
。

日本橋三越が
よく見えた

奥に見えるのが
西河岸橋

石貼りの
鉄筋コンクリート橋

が完成

明治6年に
架け替えられた
最後の木橋 ❹

一い
ち

石こ
く

橋

❻
常と

き

磐わ

橋

江
戸
初
期
よ
り
あ
り
、近
く
に
金
座
御
用
の
後
藤
庄
三
郎
と

御
用
呉
服
所
の
後
藤
縫
殿
助
の
屋
敷
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら

「
五
斗
＋
五
斗（
ご
と
う
）で
一
石
」と
も
じ
っ
て
名
付
け
ら
れ
た
と
も
。

八
つ
の
橋
が
見
渡
せ
る
江
戸
名
所
の
ひ
と
つ
。

❺
常と

き

盤わ

橋
３
つ
の「
と
き
わ
橋
」の
う
ち
最
下
流
の
も
の
。

関
東
大
震
災
後
の
復
興
で
架
橋
。

❽
竜り

ゅ
う

閑か
ん

さ
く
ら
橋

❼
新し

ん

常と
き

盤わ

橋
最
上
流
に
あ
り
新
と
付
く
も
、

鉄
道
橋
と
し
て
誕
生
し
た
の
は
大
正
８
年
。

真
ん
中
に
あ
る
の
が
、江
戸
城
の
外
郭
正
門
、常
盤
橋
御
門
に
架
け
ら
れ
た
常
磐・
橋
。

明
治
10
年
築
の
人
道
橋
は
、都
内
に
残
る
最
古
の
石
橋
。

左が常盤橋
右端は一石橋と親柱木製の常磐橋

奥に常盤橋御門

現在

現在

現在

現在

常盤橋御門は
明治初期に解体に

中央には鉄道の
シンボル動輪が
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昔、川だった部分（日本橋近辺）パターン　14°（‒76°）　52％

元
は
江
戸
前
島
の
海
岸
に
当
た
り
、江
戸
の
建
設
時
に

埋
め
残
さ
れ
て
水
路
に
。西
岸
の
本
材
木
河
岸
等
、

水
運
に
活
躍
し
ま
し
た
。昭
和
37
年
、川
底
に
道
路
を

建
設
す
る
形
で
首
都
高
速
が
開
通
。そ
の
ま
ま

　
　
　
　
　

跨
道
橋
と
な
っ
た
橋
が
残
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
も
み
じ
が
わ
」の
読
み
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
年
混
在
。

●❾
海
運
橋

●�
千
代
田
橋

江
戸
時
代
に
は
、東
詰
に
船
手
頭〈
ふ
ね
て
が
し
ら
〉

向
井
将
監〈
し
ょ
う
げ
ん
〉の
屋
敷
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら

将
監
橋
、海
賊
橋
と
称
さ
れ
ま
し
た
。明
治
に
海
運
橋
と
改
称
、

そ
ば
に
日
本
初
の
銀
行
が
置
か
れ
て
新
名
所
に
。

明
治
43
年
創
架
。関
東
大
震
災
後
の
橋
が
現
存
。

建築写真類聚 橋梁 巻二－千代田橋－（昭和2年刊）

昭和5年竣工の橋上を平成3年に整備。
江戸期には下野橋や越中橋と呼称。

上下を高速道路に挟まれた橋上に小さな公園。
西詰には宝地蔵尊が。

移設後の弾正橋／京橋図書館撮影
（平成6年）

西に松屋町、東に因幡町があり
一字ずつ取ったそう。現在の橋は昭和5年築。楓川弾正橋公園

海運橋三井組会社図／昇斎一景（1872年）

久安橋から新場橋を望む／京橋図書館撮影（昭和32年）

三つ橋／新撰東京名所図会（明治34年）

今は交通量の少ない生活道路

明治の親柱
2基が残る

現在
現在

現在

現在

現在 現在

日
本
橋
エ
リ
ア
特
集

日本橋駅

日本橋高島屋S.C.

宝町駅

江
戸・も

み
じ
通
り

海運橋親柱

銀行発祥の地

聚玉文庫ギャラリー

京橋駅

楓か
え
で	

川

※参考として川が存在した江戸時代の地図も掲載しています。橋があった時代とは異なる場合があります。

�
新し

ん

場ば

橋

17
世
紀
に
創
架
。１
６
７
４
年
、西
詰
に
新
し
い

魚
市
場
が
開
か
れ
新
場
と
呼
ば
れ
た
こ
と
に
由
来
。

�
弾だ

ん

正じ
ょ
う

橋

江
戸
初
期
、東
詰
に
あ
っ
た
島
田
弾
正
の

屋
敷
か
ら
命
名
。明
治
11
年
、日
本
初
の
純
国
産
鉄
橋
に
。

大
正
２
年
に
は
北
側
に
新
た
に
架
橋
、大
正
15
年
に
架
け
替
え
た

も
の
が
現
在
の
橋
で
す
。

旧
橋
は
昭
和
４
年

江
東
区
へ
移
設
。

�
久き

ゅ
う

安あ
ん

橋

�
松ま

つ

幡は
た

橋

�
宝た

か
ら

橋

現在は
埋め立てられた川

明治6年に
第一国立銀行に
現・みずほ銀行
兜町支店

八幡橋という
人道陸橋として現存
国の重要文化財

鉄橋の弾正橋に、
白魚橋（京橋川）と

真福寺橋（三十間堀川）

大正期に造られた
歩道の広い橋

高速が通る以前の
楓川の風景

現在

日本橋川

千代田橋

新場橋

久安橋

弾正橋

松幡橋

弾正橋記念碑

楓川弾正橋公園

坂本町公園

宝橋

日本橋川

京橋川
桜川

楓
川

❾

�

�

�

�

�
�
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ま
ち
か
ど
展
示
館
訪
問

く
す
り
の
情
報
発
信
基
地
で
、く
す
り
を
も
っ
と
身
近
な
モ
ノ
に
。

 

　
だ

い
い

ち

　

さ

ん

き
ょ
う

※臨時休館や開館時間の変更を行う場合があります。詳しくはお問い合わせください。

D
aiichi Sankyo

く
す
り
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

―
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
特
徴
は
？

く
す
り
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
、大
型
ス
ク
リ
ー
ン
の
シ

ア
タ
ー
や
デ
ジ
タ
ル
ゲ
ー
ム
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
グ

ラ
フ
ィ
ッ
ク
な
ど
を
駆
使
し
た
体
験
型
の
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
で
す
。ご
来
館
い
た
だ
い
た
お
客
様
に
は

受
付
で
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
搭
載
の
メ
ダ
ル
を
お
渡
し
し

ま
す
。そ
れ
を
各
コ
ン
テ
ン
ツ
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー

に
置
く
と
、映
像
と
と
も
に
解
説
が
開
始
し
、薬
に

つ
い
て
、ゲ
ー
ム
感
覚
で
楽
し
く
学
べ
ま
す
。さ
ら

に
当
館
は
、新
薬
開
発
や
薬
剤
の
働
き
な
ど
、子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
く
す
り
の
大
切
さ
に
つ
い
て

も
学
べ
る
場
で
す
。

―
開
館
以
降
変
化
し
た
こ
と
は
？

当
館
は「
く
す
り
と
、も
っ
と
仲
良
く
な
れ
る
」と

い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
下
、２
０
１
２
年
2
月
に
オ
ー

プ
ン
し
た
見
学
無
料
の
施
設
で
す
。来
館
者
の
皆

様
に
ゆ
っ
く
り
と
薬
に
つ
い
て
学
ん
で
い
た
だ
け

る
よ
う
現
在
は
事
前
予
約
制
を
と
っ
て
い
ま
す
。

来
館
を
ご
希
望
の
方
は
、「
く
す
り
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。現

代
の
様
々
な
技
術
革
新
は
、薬
学
の
世
界
に
も
大

き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。当
館
に
お
い
て
も
、

刻
々
と
変
化
す
る
薬
を
取
り
巻
く
情
勢
に
合
わ
せ

て
、１
階
の「
一
粒
の
く
す
り
」コ
ー
ナ
ー
と
２
階
の

「
く
す
り
シ
ア
タ
ー
」の
映
像
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
す

る
な
ど
、よ
り
新
し
く
有
意
義
な
情
報
を
皆
さ
ま

に
お
届
け
す
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。

 東京都中央区日本橋本町3-5-1　  03-6225-1133  
開  火～日曜日、祝日、振替休日（年末年始等を除く） ※要予約

 10：00～17：30
 JR新日本橋駅5番出口 徒歩1分  三越前駅A10番出口 徒歩2分

管理者:第一三共株式会社
Daiichi Sankyo くすりミュージアム

昔、川だった部分（日本橋近辺）パターン　14°（‒76°）　52％

日本橋川

外
濠
川

�

�

�

●日本橋	 通・江戸橋	 西河岸町・呉服町・元大工町・数寄屋町・桧物町・上槇町・通・元四日市町・万町・青物町・平松町・
	 	 佐内町・川瀬石町・新右衛門町・箔屋町・榑正町・下槇町・本材木町ほか
●日本橋室町	 室町	 本銀町・本石町・本石町十軒店・本町・室町・駿河町・品川町・品川町裏河岸・瀬戸物町・
	 	 本小田原町・長浜町・本船町ほか

日
本
橋
エ
リ
ア
特
集ポップなカプセルが目印の

ミュージアム入り口。

近未来的な空間の中
でひときわ目を引く、
巨大な人体模型。

「くすりの種」コー
ナーでは自然界の
薬の原料を解説。

オリジナルグッズの
小粋な扇子と手拭
い。薬の町の日本橋
らしさ満開。

オリジナルキャラ「くすりーな」と髭の
「ジェームス」たちと記念撮影！

各コーナーを
解説するパンフレットは、
楽しいクイズ付き。

がんやmRNAワクチンに関する映像を大型スクリーン
で上映しています！

今回の展示館のある町の江戸最後（慶応3年）から、
大正の関東大震災後を経て、現在までの名前の変遷をご紹介！

◎日本橋本町についてはVol.12をご覧ください。

町名の移り変わり

※参考として川が存在した江戸時代の地図も掲載しています。橋があった時代とは異なる場合があります。

東京駅

鍛冶橋門跡

永代通り

八重洲通り

鍛冶橋通り

中
央
通
り

ヤン・ヨーステン
記念碑

外そ
と

濠ぼ
り

川

江
戸
城
の
外
郭
の
堀
の
一
部
で
あ
り
、

現
・
呉
服
橋
交
差
点
で

日
本
橋
川
か
ら
分
か
れ
、現・土
橋
交
差
点
で

汐
留
川
に
つ
な
が
っ
て
い
た
流
路
。

戦
後
瓦
礫
処
理
の
た
め
に
埋
め
立
て
。

�
呉
服
橋
江
戸
城
枡
形
門
の一つ
呉
服
橋
御
門
の
橋
。呉
服
商
が
多
か
っ
た
呉
服
町
か
ら
こ
の
名
に
。

�
八
重
洲
橋

�
鍛
冶
橋

徳
川
家
康
の
外
交
顧
問

と
し
て
活
躍
し
た

オ
ラ
ン
ダ
人
航
海
士

ヤ
ン・ヨ
ー
ス
テ
ン
の

屋
敷
が
あ
っ
た
こ
と
が

八
重
洲
と
い
う
地
名
の

由
来
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

鍛
冶
橋
御
門
の
前
の
橋
。

鍛
冶
屋
の
多
い
鍛
冶
町
に
因
む
。

東京名勝図会 呉服ばし御門／歌川広重（3代目）（1868年）

復興局橋梁設計圖集－八重洲橋－第3輯（昭和4年刊）

呉服橋交差点に
その名を残すのみ

1629年に築かれた
呉服橋御門

震災後に架橋された
2代目八重洲橋

現在

現在

市保健局公園課構内より鍛冶橋方面を
望む／河濠整理計画（昭和11年）

現在

埋め立てられる前の
外濠川

日本橋川

外
堀
通
り

大丸東京店

京橋エドグラン

東京ミッドタウン八重洲

日本橋駅

　　　現在は
埋め立てられた川
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※臨時休館や開館時間の変更を行う場合があります。詳しくはお問い合わせください。※臨時休館や開館時間の変更を行う場合があります。詳しくはお問い合わせください。

ま
ち
か
ど
展
示
館
訪
問

ま
ち
か
ど
展
示
館
訪
問

黒
文
字
の
手
作
り
を
守
り
続
け
る
日
本
唯
一
の
楊
枝
専
門
店

 
よ
う
　
じ
　
　
し
　
り
ょ
う
　
か
ん

 

し
ゅ
う
ぎ
ょ
く
　
ぶ
ん
　
こ

楊
枝
資
料
館

聚
玉
文
庫
ギ
ャ
ラ
リ
ー

―
日
本
橋
室
町
に
移
っ
て
11
年
目
で
す
ね
。

当
店
は
宝
永
年
間
の
創
業
以
来
、日
本
橋
小
網
町

で
営
業
を
続
け
て
き
ま
し
た
が
、２
０
１
３
年
に

こ
こ
日
本
橋
室
町
に
移
転
し
て
き
ま
し
た
。当
時

は
コ
レ
ド
室
町
２
、３
の
オ
ー
プ
ン
の
１
年
前
で
、

こ
の
界
隈
も
様
々
な
媒
体
の
取
材
が
あ
り
、そ
の

効
果
か
ら
来
客
は
初
め
か
ら
多
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。偶
然
前
を
通
り
か
か
っ
て
ウ
チ
を
初
め
て

知
っ
た
と
い
う
お
客
様
も
か
な
り
い
た
の
で
、嬉

し
か
っ
た
で
す
ね
。イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
お
客
様
も

増
え
て
き
て
、楊
枝
入
れ
の
桐
箱
に
名
前
な
ど
文

字
を
入
れ
る
も
の
な
ど
が
人
気
で
す
。ま
た
、黒

文
字
の
楊
枝
を
一
本
ず
つ
丁
寧
に
仕
上
げ
る
手
仕

事
の
魅
力
を
お
伝
え
し
た
く
て
、実
演
の
日
を
設

け
て
い
ま
す
。楊
枝
づ
く
り
を
は
じ
め
て
５
年
ほ

ど
の
私
の
父
が
、毎
週
水
曜
日
の
午
前
中
に
店
内

で
作
業
し
ま
す
。（
山
本
亮
太
さ
ん
）

―
黒
文
字
の
楊
枝
作
り
で
大
切
な
こ
と
は
？

黒
文
字
の
木
は
、自
然
の
も
の
で
す
か
ら
均
一
で
は

な
い
ん
で
す
ね
。仕
入
れ
の
初
期
の
頃
は
水
分
が

多
く
て
、徐
々
に
乾
い
て
い
く
し
、モ
ノ
に
よ
っ
て

は
癖
が
あ
っ
て
削
り
に
く
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。

で
も
時
間
さ
え
か
け
れ
ば
、楊
枝
を
削
る
こ
と
自

体
は
さ
ほ
ど
難
し
い
こ
と
で
は
な
い
の
で
す
。し

か
し
、同
じ
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
で
た
く
さ
ん
つ
く
る

と
い
う
こ
と
が
と
て
も
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
ね
。

（
山
本
雄
一
さ
ん
）

 東京都中央区日本橋室町1-12-5　
 03-5542-1905　 開  月～土曜日（祝日を除く）
 月～金曜／10：00～17：00　土曜／12：00～17：00
 三越前駅A1番出口・A６番出口 徒歩5分

管理者：株式会社 日本橋さるや
楊枝資料館

江
戸
か
ら
続
く
和
紙
文
化
と
、人
気
作
家
の
図
案
を
現
代
の
暮
ら
し
の
中
へ
。

―
は
い
ば
ら
の
和
紙
製
品
の
特
徴
は
？

当
店
は
文
化
３
年（
１
８
０
６
年
）創
業
の
和
紙
舗

で
す
。初
代
中
村
佐
助
が
売
り
出
し
た「
雁が

ん

皮ぴ

紙し

」

と
い
う
高
級
和
紙
が
江
戸
で
大
評
判
と
な
り
、今

日
の
礎
と
な
り
ま
し
た
。こ
の
滑
ら
か
な
紙
肌
と

光
沢
が
特
徴
の
製
品
は
、今
も
な
お
販
売
し
続
け

て
い
ま
す
。さ
ら
に
各
時
代
の
当
主
が
、酒
井
抱
一

や
河
鍋
暁
斎
、竹
久
夢
二
、伊
東
深
水
な
ど
当
代
一

流
の
画
家
た
ち
に
原
画
を
依
頼
し
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
か
ら
生
ま
れ
た
扇
子
や
団
扇
、木
版
摺
り
製

品
な
ど
も
当
店
を
代
表
す
る
も
の
で
す
。そ
れ
ら

優
れ
た
図
案
に
、新
し
い
コ
ン
セ
プ
ト
や
技
術
を
取

り
入
れ
て
、時
代
に
マ
ッ
チ
し
た「
和
紙
の
あ
る
生

活
」を
ご
提
案
し
て
い
ま
す
。

―「
聚
玉
」と
は
ど
ん
な
意
味
で
し
ょ
う
？

聚
玉
に
は「
は
い
ば
ら
の
品
は
玉
を
聚あ

つ

め
た
る
が

如
し
」と
い
っ
た
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。明

治
20
年（
１
８
８
７
年)

に
３
代
目
当
主
の
平
三
郎

が
、皇
居
明
治
新
宮
殿
の
室
内
装
飾
の
御
用
を
務

め
ま
し
た
。加
え
て
、日
本
近
代
美
術
の
発
展
に
寄

与
し
て
き
た
功
績
か
ら
、有
栖
川
宮
熾た

る

仁ひ
と

親
王
殿

下
よ
り
御
染
筆
を
賜
っ
た
堂
号
な
の
で
す
。こ
の

聚
玉
の
額
装
の
ほ
か
、店
内
に
は
当
店
の
歴
史
を

物
語
る
貴
重
な
資
料
や
、木
版
摺
り
の
版
木
な
ど

を
解
説
付
き
で
展
示
し
て
い
ま
す
。お
買
い
物
つ

い
で
に
そ
ち
ら
の
ほ
う
も
、ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ
け

た
ら
と
思
い
ま
す
。

 東京都中央区日本橋2-7-1 東京日本橋タワー　  03-3272-3801　
開  通年（祝日・年末年始を除く）   10：00～18：30（土日は17：30まで）

 日本橋駅B6番出口 徒歩1分

管理者：株式会社 榛原
聚玉文庫ギャラリー

お話を伺った方
8代目当主
安田 元慶さん

お話を伺った方
代表取締役
山本 亮太さん

店内で黒文字を削る
先代の雄一さん。

お話を伺った方
先代
山本 雄一さん

長さ6ミリ、細さ約15ミリまで分割した黒文
字の先をさらに細く削って仕上げていく。

12支揃った干
支楊枝。全て欲
しくなる楽しい
干支の図柄。

国産ハーブの黒
文字を原料に沖
縄 の 蔵 元とコラ
ボした「黒文字リ
キュール」。

書道家が一つ一つ手作業
で名前や絵を入れた桐箱。
贈り物として人気。

桐箱に『金千両』と
入ったものも、縁起が

良いと人気です

店先にさりげなく置かれた
黒文字の鉢植え。

お話を伺った方
8代目当主
安田 元慶さん

お話を伺った方
日本橋本店 次長
田村 英明さん

榛原千代紙のカレンダーは
月毎に花柄が代わり、
毎年とても人気です。

創業当時を模した大きな瓦庇と、モダン
な煉瓦造が目を惹くはいばら本店。

「聚玉」の額装（複製）。
揮毫は徳川宗家16代
目当主・徳川家達

（いえさと）公。

和紙のタペストリー
が 圧 巻 の 空 間 に
ぎっしり並ぶ美しい
色柄の製品。

1925年のパリ万博に出
品した際、4代目当主に
贈られた褒状（複製）。

河鍋暁斎筆の木版摺
美術画「菊花」。

繊細な千代紙柄と製
本会社とコラボした、
開きやすさが魅力の
高品質なノート。
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日本橋

ユイト日本橋室町

コレド室町1

コレド室町2

三井本館

日本橋三井タワー

日本橋三越本店

日本橋高島屋S.C.

コレド日本橋

福徳神社

江戸橋

室町三丁目南

日本橋北詰

日本橋

本町二丁目

江戸橋北

江戸橋南

江戸橋一丁目

日
銀
通
り

中
央
通
り

昭
和
通
り

江
戸・も

み
じ
通
り

平
成
通
り

八
重
洲
仲
通
り

江戸通り

本町通り

永代通り

江戸　桜通り

むろまち　小路

按針　通り

JR新日本橋駅　　　　　　　　　

冬の日本 橋をそぞろ歩き

日本橋エリア
散策MAP

今回は日本橋を中心に中央通り沿いをご紹介。
日本橋を代表する華やかなエリアで、

歴史スポットや魅力あふれるお店を回ってみよう。

江戸バスの情報はこちらから！  ▲

三越前駅

三越前駅

日本橋駅

日本橋室町
三井タワー

（コレド室町テラス）

Daiichi Sankyo
くすりミュージアム

P9

楊枝資料館
P10

聚玉文庫ギャラリー
P11

全
国
の
酒
蔵
か
ら
吟
味

す
る
日
本
酒
に
定
評
の

あ
る
酒
屋
が
、２
０
１
８

年
に
飲
食
併
設
店
と

し
て
オ
ー
プ
ン
。焼
酎
、

ワ
イ
ン
、酒
器
ま
で
約

７
０
０
点
が一
堂
に
！

日
本
橋
の
北
詰
西
側
、

「
元
標
の
広
場
」に
は
、

街
灯
型
の
東
京
市
道
路

元
標
と
と
も
に
、台
座

に
は
め
込
ま
れ
た
日
本

国
道
路
元
標
の
レ
プ
リ

カ
が
あ
り
ま
す
。

昭
和
20
年
代
、先
代
店

主
が
、現
在
地
が
ビ
ル
に

な
る
前
か
ら
木
造
の
店

舗
で
喫
茶
を
ス
タ
ー
ト
。

昭
和
39
年
に
現
在
の
ビ

ル
に
オ
ー
プ
ン
し
た
歴

史
あ
る
ケ
ー
キ
＆
カ
フ
ェ
。

日
本
橋
の
北
詰
東
側
は

「
乙
姫
広
場
」と
し
て

整
備
さ
れ
、昭
和
29
年

に
日
本
橋
魚
市
場
関
係

者
が
建
立
し
た
碑
や
中

央
区
の
説
明
板
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

東
京
薬
種
貿
易
商
同
業
組

合（
現
・
東
京
薬
事
協
会
）

が
、上
野
の
五
條
天
神
社

か
ら
薬
祖
神
の
御
霊
を
迎

え
、大
祭
を
執
行
し
、昭
和

４
年
に
組
合
の
ビ
ル
屋
上

に
創
建
。平
成
28
年
に
現

在
地
へ
遷
座
。

元
禄
２
年（
１
６
８
９
年
）、

漆
器
の
産
地
、紀
伊
国
名

草
郡
黒
江
村（
現
・
海
南

市
）か
ら
江
戸
へ
。日
本
橋

本
町
に
店
を
構
え
た
こ
と

に
始
ま
る
漆
器
専
門
店
。

明
治
30
年
に
創
業
し
た
軍

隊
用
教
育
図
書
出
版
の
武

揚
堂
に
始
ま
り
、出
版
、地

図
販
売
等
を
移
管
す
る
際

に
親
し
み
や
す
い
ひ
ら
が

な
表
記
に
。知
る
人
ぞ
知

る
地
図
専
門
店
で
す
。

はせがわ酒店 日本橋店

日本橋魚市場発祥の地

門洋菓子店 日本橋店

日本国道路元標（複製）

黒江屋

ぶよお堂

薬祖神社

P14

P15

P15

P14

はせがわ酒店
日本橋店

P15

日本国道路元標
（複製）

P15

門洋菓子店
日本橋店

P14

日本橋魚市場
発祥の地

1

4

6

3

2

5

7

薬祖神社

黒江屋

ぶよお堂

1

3

6

4

5

7

2

北循環ルート
中央区・江戸バス
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ま
ち
か
ど
展
示
館
の
皆
さ
ん
か
ら

お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
！

※年末年始の休業日、臨時休業や営業時間の変更については、
各店へお問い合わせください。

お
す
す
め

ス
ポ
ッ
ト

ま
ち
の
見
所
や
素
敵
な
お
店
に
立
ち
寄
っ
て
、

展
示
館
巡
り
の
日
を
さ
ら
に
楽
し
く
。

中央区まちかど展示館中央区まちかど展示館 楊枝資料館

中央区まちかど展示館中央区まちかど展示館中央区まちかど展示館 聚玉文庫ギャラリー

制作スタッフおすすめ制作スタッフおすすめ 山本さんおすすめ

制作スタッフおすすめ制作スタッフおすすめ制作スタッフおすすめ スタッフおすすめ

10
台
も
の
冷
蔵
庫
に
は
さ
ま
ざ
ま

な
銘
柄
が
ズ
ラ
リ
。飲
食
店
の
人

が
探
し
に
来
る
と
い
う
日
本
酒
の

品
揃
え
は
一
見
の
価
値
あ
り
。お
手

頃
な
う
ど
ん
ラ
ン
チ
、こ
だ
わ
り

の
お
つ
ま
み
も
楽
し
め
る
バ
ー
タ

イ
ム
は
女
性
に
も
人
気
で
す
。

江
戸
初
期
か
ら
関
東
大
震
災
ま
で

日
本
橋
か
ら
江
戸
橋
の
北
岸
に
あ

り
、大
変
賑
わ
っ
た
日
本
橋
魚
市

場
の
史
跡
。乙
姫
像
横
の
階
段
を

登
る
と
緑
を
あ
し
ら
っ
た
小
さ
な

テ
ラ
ス
が
。日
本
橋
や
船
着
き
場

を
見
渡
せ
る
ビ
ュ
ー
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

お
正
月
用
や
日
常
使
い
の
器
、箸

や
小
物
、お
祝
い
品
や
記
念
品
、海

外
へ
の
お
土
産
な
ど
な
ど
…
。紀

州
の
根
来
塗
り
を
は
じ
め
、全
国

の
産
地
か
ら
届
い
た
さ
ま
ざ
ま
な

漆
器
が
勢
揃
い
。大
切
な
漆
器
の

修
理
も
気
軽
に
相
談
で
き
ま
す
。

日
本
橋
本
町
の
薬
業
界
で
は
、昔

か
ら
薬
祖
神
を
信
奉
。昭
和
初
期

に
組
合
の
屋
上
に
勧
請
後
は
、盛

大
な
祭
典
が
行
わ
れ
た
と
か
。福

徳
の
森
に
移
転
し
た
今
も
毎
年
秋

に
祭
が
行
わ
れ
ま
す
。周
囲
の
森

で
は
ベ
ン
チ
で
ひ
と
休
み
可
能
。

日
本
橋
駅
か
ら
地
下
通
路
で
行
け

る
便
利
さ
な
が
ら
、ゆ
っ
た
り
し

た
雰
囲
気
で
ケ
ー
キ
や
食
事
が
楽

し
め
る
穴
場
。発
売
当
初
か
ら
変

わ
ら
な
い
サ
バ
ラ
ン
、ウ
イ
ン
ナ

コ
ー
ヒ
ー
な
ど
が
、近
隣
の
会
社

の
人
に
も
長
年
愛
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
土
地
理
院
地
形
図
、国
内
外
の

地
図
、古
地
図
等
の
ほ
か
、地
球
儀

や
地
図
グ
ッ
ズ
ま
で
地
図
関
係
の

あ
ら
ゆ
る
品
を
販
売
。店
内
の
閲

覧
ス
ペ
ー
ス
で
じ
っ
く
り
品
定
め

で
き
ま
す
。オ
リ
ジ
ナ
ル
の
地
図

カ
レ
ン
ダ
ー
も
オ
ス
ス
メ
♪

昭
和
47
年
、都
電
廃
止
後
の
改
修

の
際
、橋
上
に
あ
っ
た
東
京
市
道

路
元
標
を
北
西
の
袂
に
移
設
す
る

と
同
時
に
、路
上
に
は
日
本
国
道

路
元
標
が
埋
め
込
ま
れ
ま
し
た
。

文
字
は
当
時
の
佐
藤
栄
作
首
相
に

よ
る
も
の
。広
場
に
は
里
程
標
も
。

壮
観
な
ま
で
の
日
本
酒
！

博
多
う
ど
ん
ラ
ン
チ
も
◎

乙
姫
様
の
像
に

江
戸
の
魚
河
岸
を
想
う

漆
器
一
筋
３
０
０
余
年

百
種
以
上
の
お
椀
が
揃
う

玉
垣
に
有
名
製
薬
会
社
の

崇
敬
が
う
か
が
え
ま
す

ど
こ
か
懐
か
し
い

心
落
ち
着
く
美
味
し
さ

地
図
好
き
に
は
宝
の
山
！

お
子
様
の
お
土
産
に
も

主
要
国
道
７
路
線
の
起
点

本
物
は
橋
の
真
ん
中
に

◦	住所／
	 中央区日本橋本町2-1-1
	 武田グローバル本社1F
◦	TEL／
	 03-6262-3111
◦	営業時間／
　〈物 販〉	11：00～20：00
　〈ランチ〉	11：30～15：00
　〈BAR〉	16：00～20：00
　（LO各30分前）
◦	無休（BARのみ土日祝休）
	 ※1/1、2休業

◦	住所／
	 中央区日本橋1-2-6
	 黒江屋国分ビル2F
◦	TEL／
	 03-3272-0948
◦	営業時間／
	 9：00～18：00
◦	土日祝休

◦	住所／
	 中央区日本橋室町2-5-8

◦	住所／
	 中央区日本橋室町1-1

◦	住所／
	 中央区日本橋室町1-8

◦	住所／
	 中央区日本橋2-1-10
	 柳屋ビルディングB2F
◦	TEL／
	 03-3271-1738
◦	営業時間／
	 平日	 10：00～17：00
　（LO16：30）
◦	土日祝休
　（土は予約のみ営業）
※お支払いは現金のみ

◦	住所／
	 中央区日本橋3-8-16
	 ぶよおビルB2
◦	TEL／
	 03-3271-2410
◦	営業時間／
	 平日	 10：00～19：00
	 土日	 10：00～17：00
◦	平日の祝日、年末年始、
	 GW、お盆を除き営業

はせがわ酒店 日本橋店日本橋魚市場発祥の地黒江屋ぶよお堂
1357

26 4
薬祖神社門洋菓子店 日本橋店 日本国道路元標（複製）

日本橋エリア散策
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【
連
載 

第
八
回
】 

中
央
区 

食
の
痕
跡
、絵
画
の
道
楽

雪
景
色
を
愛
で
る
江
戸
の
風
情

　

前
の
晩
、ひ
と
し
き
り
雪
が
降
っ
た
の
で
し
ょ
う
。日

本
橋
は
あ
た
り
一
面
の
雪
景
色
で
す
。雄
大
な
日
本
橋

川
に
は
、画
面
の
手
前
に
描
か
れ
る
魚
河
岸
に
魚
介
を

運
び
入
れ
る
船
が
何
艘
も
行
き
交
っ
て
い
ま
す
。そ
し

て
長
さ
50　
m
を
超
え
る
長
大
な
太
鼓
橋
、日
本
橋
の
上

に
は
往
来
す
る
た
く
さ
ん
の
人
々
の
姿
が
描
か
れ
、左

端
に
は
大
名
行
列
の一
行
も
見
え
ま
す
。「
日
本
橋
雪

晴
」は
、歌
川
広
重
の
晩
年
の
代
表
作「
名
所
江
戸
百
景
」

の
１
枚
。こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
弟
子
に
よ
る
作
品
も
含
め

た
１
２
０
点
に
及
ぶ
大
作
で
、「
日
本
橋
雪
晴
」は
そ
の
１

点
目
に
あ
た
り
、旧
暦
の
正
月
、雪
降
る
夜
が
明
け
た

晴
れ
や
か
な
朝
の
風
景
を
描
き
出
し
た
も
の
で
す
。

　

魚
河
岸
を
は
じ
め
大
店
が
軒
を
つ
ら
ね
た
日
本
橋

は
一
日
千
両
が
動
く
江
戸
の
経
済
的
な
中
心
地
で
も

あ
り
、そ
の
繁
栄
と
共
に
遠
く
聳そ
び
え
る
富
士
山
を
背
景

に
浮
世
絵
に
も
頻
繁
に
描
か
れ
ま
し
た
。同
じ
く
広
重

に
よ
る「
新
撰
江
戸
名
所 

日
本
橋
雪
晴
ノ
図
」は
日

本
橋
を
北
側
よ
り
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
で
捉
え
た
も
の
で
、

近
景
か
ら
遠
く
富
士
山
ま
で
真
っ
白
な
雪
景
で
す
。蔵

や
船
が
雪
に
覆
わ
れ
、橋
の
欄
干
や
擬ぎ

宝ぼ

珠し

の
上
に
積

も
っ
た
雪
ま
で
も
が
丁
寧
に
描
か
れ
て
お
り
、足
元
が
悪

い
中
、大
勢
の
人
が
行
き
来
し
て
い
る
様
子
が
伝
わ
っ
て

き
ま
す
。平
然
と
歩
く
人
も
い
れ
ば
、雪
で
滑
ら
な
い
よ

う
に
身
を
う
ね
ら
せ
る
馬
の
姿
も
あ
り
ま
す
。す
ぐ
そ

こ
が
魚
河
岸
な
の
で
盥た
ら
い

に
魚
を
入
れ
て
運
ん
で
い
る
人

も
お
り
、天て
ん
秤び
ん
棒ぼ
う
の
左
右
に
大
き
な
魚
を
そ
の
ま
ま
括

り
つ
け
て
歩
く
男
も
い
ま
す
。こ
の
巨
大
な
魚
、大
き
さ

や
そ
の
姿
か
ら
し
て
マ
グ
ロ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
マ
グ
ロ
は
江
戸
時
代
、庶
民
の
間
で
親
し
ま
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
魚
で
、値
段
も
安
価
で
し
た
。安
政
年
間

（
１
８
５
４
―
１
８
６
０
）に
赤
身
の
部
分
を
醤
油
漬

け
に
す
る「
づ
け
」が
人
気
を
呼
ぶ
よ
う
に
な
り
、握

り
寿
司
の
ネ
タ
に
も
登
場
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。今
、

「
ト
ロ
」と
し
て
重
宝
さ
れ
る
脂
身
部
分
は
当
時
あ
ま

り
好
ま
れ
ず
、そ
の
脂
っ
ぽ
さ
や
独
特
の
香
り
を
ご
ま

か
す
た
め
に
ネ
ギ
と
一
緒
に
煮
る「
ね
ぎ
ま
鍋
」と
し
て

食
べ
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

江
戸
の
名
所
と
美
人
を
組
み
合
わ
せ
た
シ
リ
ー
ズ

の
１
枚
、「
江
戸
名
所
百
人
美
女　

日
本
は
し
」に
は

蛸た
こ
と
猪ち
ょ
口こ

を
手
に
し
た
女
性
の
姿
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

彼
女
の
前
の
長
火
鉢
の
上
に
は
蓋
を
し
て
チ
リ
レ
ン
ゲ

を
乗
せ
た
鍋
。寒
い
時
分
こ
れ
か
ら
温
か
な
鍋
を
つ
ま

み
な
が
ら
お
酒
を
飲
も
う
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。こ
ん

な
時
に
ね
ぎ
ま
鍋
は
ぴ
っ
た
り
だ
っ
た
に
違
い
あ
り
ま
せ

ん
。雪
が
た
び
た
び
降
っ
た
と
い
う
江
戸
の
冬
。日
本
橋

あ
た
り
で
は
食
や
お
酒
の
力
を
借
り
な
が
ら
、寒
さ
な

ん
て
も
の
と
も
せ
ず
、江
戸
の
人
々
は
美
し
い
雪
景
色

を
心
ゆ
く
ま
で
楽
し
ん
だ
こ
と
で
し
ょ
う
。

①名所江戸百景 日本橋雪晴 歌川広重 安政3年 1856年

美術館での展覧会企画、美術書の執筆な
どを手掛ける。芸術家にまつわる「食」のレ
シピ制作、好物料理の再現などを通じてア
ートを多角的に紹介。著作に『画家の食卓』

『フェルメールの食卓』（講談社）『浮世絵に
見る江戸の食卓』（美術出版社）などがある。
企画した展覧会「谷川俊太郎　絵本★百貨

展」が新潟県立万代島美術館にて（1月18日ー4月6日）、「堀内誠一
展」が東京・立川PLAY!MUSEUMにて（1月22日ー4月6日）開催予定。

日
本
橋
、
寒
い
冬
と
ね
ぎ
ま
鍋

す
し
に
蕎
麦
、鰻
に
天
麩
羅
、酒
に
珈
琲
、す
き
焼
き
に
カ
レ
ー
、飴
に
あ
ん
み
つ
…

中
央
区
に
は
江
戸
か
ら
今
に
至
る
食
の
痕
跡
が
た
く
さ
ん
散
ら
ば
っ
て
い
ま
す
。

浮
世
絵
や
日
本
画
、洋
画
な
ど
ア
ー
ト
の
世
界
に
ヒ
ン
ト
を
得
な
が
ら
、

食
の
痕
跡
を
追
い
か
け
、絵
画
の
道
楽
も
満
喫
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

②新撰江戸名所 日本橋雪晴ノ図 歌川広重 （江戸後期）

天保2年（1831）、広重は「東都名所」シリーズを出
し注目を集め、風景版画の名手として活躍し、この
「新撰江戸名所」など傑作を数多く残した。本作
は雪に覆われた日本橋の風情と江戸の人々の
息吹を今に伝えてくれる。

③江戸名所百人美女 日本はし 歌川国貞　
安政４年 1857年

美人と江戸の名所を組み合わせたシリーズ。
国貞が美人を、その門人の一人だった歌川
国久がコマ絵として名所の様子を描く。魚河
岸のある日本橋らしさとして蛸のつまみが描
かれている。

②雪で足元の悪い中、
魚河岸で仕入れた魚を
天秤棒の両端に吊り下げ
て歩く棒手振り（行商人）の男た
ち。天秤棒は魚の重さで撓んでいる。

キュレーター、アートライター林 綾 野

画像提供： ①②国立国会図書館
 ③東京都立中央図書館
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日本橋エリア

日本橋エリア

月島エリア

28  勝どき・豊海歴史資料展示館
東京都中央区勝どき1-9-8 月島第二児童公園内 ／ 03-3546-5346〔中央区
区民部文化・生涯学習課内 月〜金曜日（祝日・年末年始等を除く）9：00〜17：00〕 
土・日曜日 ／ 10：00〜16：00

29  ふるさと晴海資料展示館
東京都中央区晴海2-4 晴海臨海公園内 ／
03-6204-2466（11：00〜16：00）
通年 ／ 常時開館

26  佃まちかど展示館
東京都中央区佃1-2-10先 ／ 03-3546-5346〔中央区区民部文化・
生涯学習課内 月〜金曜日（祝日・年末年始等を除く）9：00〜17：00〕
通年 ／ 常時開館

27  石川島資料館
東京都中央区佃1-11-8 ピアウエストスクエア1F ／ 03-5548-2571
水・土曜日（年末年始等を除く） ／ 
10：00〜12：00、13：00〜17：00（入館は16：30まで）
年末年始の営業 ◎年末：12/28（土）まで ◎年始：1/8（水）から

10  楊枝資料館
東京都中央区日本橋室町1-12-5 ／ 03-5542-1905
月〜土曜日（祝日を除く） ／ 月〜金10：00〜17：00 土12：00〜17：00
年末年始の営業 ◎年末：12/27（金）まで ◎年始：1/6（月）から

11  Daiichi Sankyo くすりミュージアム
東京都中央区日本橋本町3-5-1 ／ 03-6225-1133
火〜日曜日・祝日・振替休日（年末年始等を除く）※要予約 ／ 10：00〜17：30
年末年始の営業 ◎年末：12/29（日）まで ◎年始：1/5（日）から

25  兜町・茅場町まちかど展示館
東京都中央区日本橋兜町15-3 坂本町公園内 ／ 090-2465-4001（10：00〜19：00） 
通年 ／ 8：30〜20：00

20  箱崎町箱四町会神輿庫
東京都中央区日本橋箱崎町26-1 ／ 
03-5962-3137（平日 月〜金曜日 9:00〜12:00） 
通年 ／ 8：00〜18：00

19  三勝ゆかた博物館
東京都中央区日本橋人形町3-4-7 三勝ビル1F ／ 03-3662-3860（平日11：00〜16：00）
月、火、木〜土曜日（祝日・年末年始等を除く） ／ 14：00〜16：00
※1週間前までに要予約。見学は1時間以内。
年末年始の営業 ◎年末：12/25（水）まで ◎年始：1/6（月）から

24  聚玉文庫ギャラリー
東京都中央区日本橋2-7-1 東京日本橋タワー ／ 03-3272-3801
通年（祝日・年末年始・盆休みを除く） ／ 10：00〜18：30（土・日は17：30まで）
年末年始の営業 ◎年末：12/29（日）まで ◎年始：1/5（日）から
 ※12/27（金）は17：30閉店

東京都中央区日本橋1-19-1 ／ 03-3278-6611
月〜土曜日（祝日・年末年始等を除く） ／ 平日7：30〜19：30 土曜日7：30〜13：30
年末年始の営業 ◎年末：12/30（月）まで ◎年始：1/6（月）から

23  三菱倉庫・江戸橋歴史展示ギャラリー

21  染物展示館・虎の檻
東京都中央区日本橋浜町2-45-6 ／ 03-3666-5562
月〜土曜日（祝日・年末年始等を除く） ／ 9：00〜18：00（土曜日のみ17：00まで）
年末年始の営業 ◎年末：12/28（土）まで ◎年始：1/6（月）から

22  江戸表具展示館
東京都中央区日本橋浜町2-48-7 ／ 03-3666-6494
月〜土曜日（祝日・年末年始等を除く） ／ 9：00〜18：00
年末年始の営業 ◎年末：12/28（土）まで ◎年始：1/6（月）から

15  江戸屋所蔵刷毛ブラシ展示館
東京都中央区日本橋大伝馬町2-16 ／ 03-3664-5671
月〜金曜日（祝日・年末年始等を除く） ／ 9：00〜17：00
年末年始の営業 ◎年末：12/27（金）まで ◎年始：1/6（月）から

16  イチマス田源 呉服問屋ミュージアム
東京都中央区日本橋堀留町2-3-8 田源ビル ／ 03-3661-9351
年末年始等を除く毎日（不定休あり） ／ 10：00〜17：30
年末年始の営業 ◎年末：12/26（木）まで ◎年始：1/6（月）から

18  つづら学習館
東京都中央区日本橋人形町2-10-1 ／ 03-3668-6058
月〜土曜日（祝日・年末年始等を除く） ／ 10：00〜17：00
※つづら制作のため入店できない場合があります。
年末年始の営業 ◎年末：12/27（金）まで ◎年始：1/6（月）から

17  江戸東京組紐 龍工房体験展示館
東京都中央区日本橋富沢町4-11 ／ 03-3664-2031
月〜金曜日（祝日・年末年始等を除く） ／ 11：00〜16：00
※要予約。展示の見学は予約不要。
年末年始の営業 ◎年末：12/27（金）まで ◎年始：1/6（月）から

12  小津史料館
東京都中央区日本橋本町3-6-2 小津本館ビル ／
03-3662-1184
月〜土曜日（年末年始等を除く） ／ 10：00〜18：00
年末年始の営業 ◎年末：12/27（金）13：00まで ◎年始：1/6（月）から

スタンプを設置している展示館です。

※臨時休館や開館時間を変更している場合が
あります。詳しくは各館にお問い合わせください。

1  江戸ほうき展示館
東京都中央区京橋3-9-8 白伝ビル1F ／ 03-3563-1771
月〜土曜日・祝日（年末年始等を除く） ／ 10：00〜19：00
年末年始の営業 ◎年末：12/28（土）まで ◎年始：1/6（月）から

2  仏壇・仏具の歴史館
東京都中央区銀座7-14-3 ／ 03-3542-5771
年末年始を除く毎日 ／ 10：00〜18：00
年末年始の営業 ◎年末：12/28（土）まで ◎年始：1/4（土）から

5  銀座かなめ屋・かんざし和装小物展示館
東京都中央区銀座8-7-18（見番通り）かなめ屋ビル1F ／ 03-3571-1715
月〜土曜日（祝日・年末年始等を除く） ／ 平日11：00〜20：30 土曜日12：00〜19：00
年末年始の営業 ◎年末：12/27（金）まで ◎年始：1/6（月）から

6  足袋の博物館
東京都中央区新富2-2-1 ／ 03-3551-0896
月〜金曜日（祝日・年末年始等を除く） ／ 9：00〜17：00
年末年始の営業 ◎年末：12/27（金）まで ◎年始：1/6（月）から

3  渡邊木版画展示館
東京都中央区銀座8-6-19 ／ 03-3571-4684
月〜土曜日（年末年始等を除く） ／ 月〜土11：00〜18：30 祝日11：00〜17：00
年末年始の営業 ◎年末：12/28（土）まで ◎年始：1/6（月）から

4  月光荘画材展示館
東京都中央区銀座8-7-2 永寿ビル1F、B1F ／ 03-3572-5605
年末年始等を除く毎日 ／ 月〜金曜日11：00〜18：00 土・日曜日・祝日11：00〜17：00
年末年始の営業 ◎年末：12/25（水）まで ◎年始：1/5（日）から

7  ミズノプリンティングミュージアム
東京都中央区入船2-9-2 ミズノプリテック株式会社 6F ／ 03-3551-7595
月〜金曜日（祝日・年末年始等を除く）※要予約 ／ 10：00〜12：00、13：00〜16：00
年末年始の営業 ◎年末：12/22（日）まで ◎年始：1/8（水）から

8  松竹大谷図書館
東京都中央区築地1-13-1 銀座松竹スクエア3F ／ 03-5550-1694
月〜金曜日（祝日・年末年始・毎月最終木曜日・5月1日、11月22日、 
春期および夏期整理期間を除く） ／ 10：00〜17：00
年末年始の営業 ◎年末：12/25（水）まで ◎年始：1/10（金）から

銀座・京橋エリア

まちかど展示館
江戸開府以来４００年以上の歴史と伝統を誇る、中央区に伝わる多様な文化資源をご紹介しています。
中央区は江戸時代より、わが国の文化・商工業・情報の中心として発展してきた長い歴史と伝統を誇る由緒
あるまちです。この魅力を皆様に広く知っていただくため、地域の文化資源を「まちかど展示館」として整備し、
開設しています。展示館の規模や展示方法はそれぞれですが、中央区が誇る文化の一端をかいまみることが
できます。中央区の“ちょっとすごい”をぜひ、お訪ねください。

14  小伝馬町牢屋敷展示館
東京都中央区日本橋小伝馬町5-19 十思スクエア別館内 ／ 
03-3546-5346〔中央区区民部文化・生涯学習課内 月〜金曜日（祝日・年末
年始等を除く）9：00〜17：00〕 ／ 年末年始等を除く毎日 ／ 9：00〜20：00
年末年始の営業 ◎年末：12/28（土）まで ◎年始：1/4（土）から

13  伊場仙浮世絵ミュージアム
東京都中央区日本橋小舟町4-1 ／ 03-3664-9261
年末年始・日曜日・祝日を除く毎日 ／ 8：00〜20：00（店舗は月〜金
曜日 ／10：00〜18：00〈土曜日は17：00まで〉／ 祝日・年末年始等を除く）
年末年始の営業 ◎年末：12/27（金）まで ◎年始：1/6（月）から

9  のれん・提灯・下絵の展示館
東京都中央区築地6-5-5 ／ 03-3541-3741
月〜土曜日（祝日・年末年始・市場休業日等を除く） ／ 9：00〜17：00
年末年始の営業 ◎年末：12/9（月）まで ◎年始：1/20（月）から
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本誌のアンケートはがきでアンケートにお答えいただき、
展示館2カ所のスタンプを押してご応募いただいた方の中から抽選で30名様に
素敵なお年玉をご用意しました。年末年始はまちかど展示館を回ってお年玉をゲットしましょう！

松竹大谷図書館 聚玉文庫ギャラリー小津史料館

お年玉スタンプラリー
抽選で毎月5名様に

まちかど展示館オリジナルグッズを
プレゼント！

ブックカバー パズル 蛇腹便箋レターセット

	■ご注意
 ◦ 展示館内にスタンプを設置していない下記の5館については、中央区まちかど展示館協議会事務局（区役所８階 文化・生涯

学習課）で押印します。
 ⑳箱崎町箱四町会神輿庫  �兜町・茅場町まちかど展示館  �佃まちかど展示館  �勝どき・豊海歴史資料展示館
 �ふるさと晴海資料展示館
 ◎臨時休館や開館時間を変更している場合があります。

 ◦ プレゼントをお選びいただくことはできません。 ◦当選者の発表はプレゼントの発送をもって代えさせていただきます。
 ◦ 今回の応募を利用された際の個人情報は、当イベント以外の目的で使用することはありません。 

	■応募締切：2025年1月31日（金）必着
 　 年末年始の休館情報は18～19ページをご覧ください。

	■応募方法：
  ◦郵送の場合　巻末のはがきでご応募ください。
   ご応募の際には、お名前、年齢、住所、ご連絡先（電話番号）、メールアドレスを必ず記載してください。
  ◦メールの場合　メールアドレス：b-syogai_01-mk@city.chuo.lg.jp
   巻末ハガキに押したスタンプが全て写るように撮影した画像を添付し、メール本文にお名前、年齢、住所、ご連絡先（電話　　
   番号）、メールアドレス、ハガキ裏面のアンケート回答を必ず記載してください。（上記内容を記載した巻末ハガキの写真
　   〈両面〉を添付でも可）

■まちかど展示館スタンプに関するお問い合わせ・応募先
　中央区まちかど展示館運営協議会　中央区築地1-1-1	中央区役所
　TEL.03-3546-5346（中央区文化･生涯学習課内）

■中央区まちかど展示館公式SNS
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アンケートにお答えいただいた方から

※写真は特典の一部です。

本誌のアンケートはがきでアンケートにお答えいただいた方の中
から、抽選で毎月5名様に、素敵なプレゼントを差し上げます。どう
ぞお気軽に本誌へのご意見やご感想をお寄せください。

■応募締切とプレゼントの発送
毎月末日（当日消印有効）
当選者様へは、翌月10日前後にプレゼントを発送します。
※当選者の発表はプレゼントの発送をもって代えさせていただきます。
※アンケートにご記入いただいた個人情報は、プレゼントの発送やご記入者様への諸　
　連絡、また個人が特定できない統計資料の作成に利用させていただきます。個人情
　報は厳重に管理し、第三者への提供・開示はいたしません。

■アンケートに関するお問い合わせ
中央区まちかど展示館運営協議会（中央区文化・生涯学習課内）
TEL.03-3546-5346

■中央区まちかど展示館ホームページ	▶https://www.chuoku-machikadotenjikan.jp
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